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第３８６回：激増！中国の空巣 

    

中国で空巣が激増しているらしい。困ったものだ・・そう云えば日本にも、最近そんな奴らが増えているよ

うな・・本当に困ったものだ。 

一寸お待ち願いたい。お間違えなきように。日本語で「あきす」、中国語で「コンチャオ」と発音する「空巣」

という単語、日中で意味は一緒である。ただ日本語では「空巣」と、空巣を狙って犯罪に及ぶ「空巣狙い」が

混同されて使われることが多く、空巣と聞いて、コソ泥を思い浮かべるひとが多い。 

一方、中国語の空巣は、本来の意味で使われており、最近中国で激増している「空巣青年」とは、実家を

離れ大都会で独身生活を謳歌する若者たちのことである。 

 

6月 7日の中国国営新華網によると、いま中国で独身や単身の一人暮らしをしている人は約 5800万人、

うち 2000 万人が 20 代、30 代の青年層であり、彼らの大半が俗に「９０後（ジューリン・ホウ）」と呼ばれる

1990年以降の出生者たちだ。 

記事の見出しに「空巣青年是一種新的風尚和潮流」とあるように、彼らは故郷のホームタウンを空き家に

して、大都会に引っ越ししていることから、「空巣青年」と呼ばれて、そのライフスタイルが中国の新しい社会

現象となりつつある。 

彼らは故郷を食い詰めて、都会の工事現場に潜り込んでいる貧しい出稼ぎ労働者とは区別されており、

むしろ生活は豊かである。彼らの多くは、中国の若者が憧れる深圳、上海、北京といった大都市に住もうと

しており、就中、深圳が大人気のようだ。 

空巣青年の典型的な生活スタイルは「インドア」中心。食事は弁当もピザもインターネットの出前で済ませ、

スナック菓子やコーラ等はまとめてネット・ショッピングで購入、後片付けや掃除、そしてマッサージもネット

を通じて外部に委託するといった具合。ここだけ見ると日本のヲタクや引きこもり青年に似ている。 

空巣青年の激増現象に接し、笑いが止まらないのがネット・ショッピング会社。インターネットを利用すれ

ば、アパートから一歩も出なくても、生活には困らないと云うわけだ。 

たとえば、アジア最大のショッピング・サイトと云われる「淘宝（タオバオ）」。ジャック・マー率いるアリババ

グループ傘下の「淘宝」のウェブサイトを開くとよく分かるが、このページにはありとあらゆるショッピングや

サービスのアイテムが並んでいる。 

買えるモノは日本と似たようなものだが、面白いのは「出張サービス」。思いつくままに列挙してみようか。

コックの派遣、モーニング・コール、部屋の掃除に食後の後片付け、出国ビザの申請手続き、ペットの散歩、

なんでも揃っている。ただこのサイト、サービスの提供をオファーする企業や個人への管理はあまり行われ

ていないようで、たとえば「按摩＝マッサージ」のサービスコーナーをクリックすると、中医系の「保健按摩」も

あれば、色気たっぷりのねえちゃんが怪しく微笑んでいる「上門按摩（＝出張マッサージ）」もある。 

 

「淘宝」によると、毎月 5000 元（1 元＝16 円）という大口の買い物やサービスの提供を受ける若者が増え
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ているという。 

ICT（情報通信技術）の急速な進化に伴ってスマホ、ソーシャルメディア、クラウド等が一気に普及、これが

中国の若者のライフスタイルやワークスタイルに大きな変化をもたらしている。 

大都会で孤独感や虚無感を抱えながらひきこもり気味の生活をする青年も多く、社会との関わりが少なく、

殻に閉じこもる青年が増加することで、社会全体がコミュニケーション不全になるのではないかと危惧する

声もある一方、自由で独立した独身生活を謳歌する者も多く、彼らの独立不羈の精神や旺盛な知的好奇心

が、今後中国の経済成長のカギをにぎるイノベーションを生み出す原動力になると期待する声も大きい。 

 

いま中国では政府のスローガン「大衆創業、万衆創新」の政策に沿って全国科学イノベーション・センター

を建設しようという構想が浮上している。人材誘致、先端製造分野での企業の誘致、経済構造転換などを狙

い、新興産業がリードする企業群の集積地、つまり米国のシリコンバレーを目指そうというものだ。 

 労働集約産業が牽引する中国の高度成長は、既に終焉を迎え、今後は知識集約産業を成長ドライバーに

据える必要がある。そのカギを握るのがイノベーション。中国の将来のイノベーション基地として中国政府は

上海を考えているようだが、むしろベンチャー企業にとっては地理的に香港に近く、起業支援のインキュベ

ータやアクセラレーターの厚みがある深圳の方が遥かに有利だろう。 

深圳には既に当地で育った先行企業の華為技術、テンセント、中興通訊等が活躍しており、彼らを含めた

香港・華南地域の個人や法人投資家が、資金提供も含めて企業設立を支援し、国内外のインキュベータが

企業設立のノウハウを提供、産業集積の進んだ華南地区の工場群が、部品を提供するといったベンチャー

企業設立・育成に係るシステムが既に稼働しているのが深圳であり、上海が追いつくのは容易ではない。 

朱鎔基・元首相が上海市長だったとき、上海人の気質を問われ「非常精明、不够高名（＝セコイが聡明で

はない）」と喝破したことがある。上海人は中国一の商売の名人だが、イノベーションは苦手のようだ。 

ツボにはまれば巨大なエネルギーを生み出す空巣青年がいま続々と深圳に集合している。このなかに

は若い頃のビル・ゲイツやマーク・ザッカーバーグのような若者もいるはずで将来が楽しみだ。 

成長著しい中国だが、コンドラチェフの波を起こすような、本物の技術革新はまだ生み出せておらず、シリ

コンバレーの地が中国に誕生するか否かは、空巣青年の着想力とエネルギーにかかっている。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２９年６月１６日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


